32業務日誌詳細画面
32.1設置フォーム

	No
	フォーム名
	種類
	補足

	1
	印刷
	BUTTON
	ボタン押下により、印刷ダイアログを表示させる。

この際、フォーム入力を実行日時・実行者と共に記録する。

	2
	発行履歴
	SELECT
	記録年月日・記録者を

「XXXXX/XX/XX　XXXXXXXX」

の形式で、降順で挿入する。

記録が無い場合には「-----」要素を挿入し、3から14までについてデフォルト値を設定する。

記録が1件以上存在する場合に、本画面新規表示の際には、最新記録日付（降順の1件目最上段）とする。
ユーザが任意でSELECT要素を変更した場合には、それを選択とする。

	3
	当日　年
	TEXT
	本画面を開いた日時より、年をデフォルト値として挿入する。

SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	4
	当日　月
	TEXT
	本画面を開いた日時より、月をデフォルト値として挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	5
	当日　日
	TEXT
	本画面を開いた日時より、日付をデフォルト値として挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	6
	記載者
	TEXT
	本画面を開いているユーザのログインIDをデフォルト値として挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	14
	防火確認
	TEXT
	空値をデフォルト値とする。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	15
	勤務看護婦
	TEXT
	該当日にログインした看護師のログインIDを昇順で挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	16
	内訳　初診
	TEXT
	該当日の問診入力のうち、過去入力履歴がない初診件数をカウントしその数値を挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	17
	内訳　再診
	TEXT
	該当日の問診入力のうち過去入力履歴がある再診件数をカウントしその数値を挿入する。

SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	18
	総計
	TEXT
	該当日の問診入力をカウントしその数値を挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	19
	診療開始時間
	TEXT
	該当日で一番早い医師ログインの時刻を「XX:XX」の形式で挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	20
	診療終了時間
	TEXT
	該当日で一番遅い外来カルテ保存の時刻を「XX:XX」の形式で挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	21
	緊急入院・紹介
	TEXTAREA
	入院となりAdmissionNote記録がある場合、または診療情報提供書記録がある場合について、そのデータのもん新記録時間と診察券番号について、「XX:XX　XXXXXXXX」の形式で昇順に挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	22
	急患
	TEXTAREA
	救急問診を経たものについて、記録時間と診察券番号を、「XX:XX　XXXXXXXX」の形式で昇順に挿入する。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	23
	管理事項
	TEXTAREA
	空値をデフォルト値とする。
SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。


以下項目は対象となる入力医師毎に設定する。（午前午後はそれぞれ別）
	7
	午前　担当医
	TEXT
	SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	8
	午前　時間
	TEXT
	SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	9
	午前　患者数
	TEXT
	SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	10
	午後　診療科
	TEXT
	SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	11
	午後　担当医
	TEXT
	SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	12
	午後　時間
	TEXT
	SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。

	13
	午後　患者数
	TEXT
	SELECTより記録履歴を選択した場合には、その記録データを挿入する。


32.2画面遷移

	分類
	要因
	行動・画面

	遷移元
	ユーザの任意動作
	業務日誌リスト画面における該当日リンク押下

	自己遷移
	年月変更
	年月SELECTを変更した場合、リストを更新する。

	遷移先
	何らかのエラー発生時
	エラー画面


32.3機能

32.3.1業務日誌詳細入力機能
32.3.2業務日誌詳細印刷機能

画面表示・入力した内容を印刷するためのボタンを提供する。ボタンを押すと印刷ダイアログが開くものとする。基本レイアウトはA4サイズ1枚に収まるものを想定する。印刷イメージ画面は自己ウインドウ、新規ウインドウなどで表示せず直接印刷する。

以上

